
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
生
活
や

仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

に
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

　
障
害
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
年
金
の
請

求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
３
つ
の

確
認

①�

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て

初
め
て
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受
け

た
日
が
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
る
こ
と

・�

国
民
年
金
加
入
期
間

・�

20
歳
前
ま
た
は
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
期
間

※�

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
。
共
済
年
金
な
ど
に
加
入
し
て

い
た
方
は
、
初
診
日
時
点
で
加
入
し
て
い
た
共

済
組
合
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②�

初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

※�

20
歳
前
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間

に
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、
納
付
要
件
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・�

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間

の
う
ち
全
体
の
２
／
３
以
上
保
険
料
を
納
付
ま

た
は
免
除
・
猶
予
申
請
を
し
て
い
る
方

・�

初
診
日
に
65
歳
未
満
で
あ
り
、
初
診
日
の
あ
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納

が
な
い
こ
と

③
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と

・�

障
害
認
定
日
（
※
）
ま
た
は
20
歳
に
達
し
た
と

き
に
、
国
民
年
金
の
「
障
害
等
級
表
」
で
定
め

ら
れ
た
１
級
・
２
級
に
該
当
す
る
方

※�

障
害
の
程
度
を
定
め
る
日
の
こ
と
で
、
そ
の
障

害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
の

初
診
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ
月
以
内
に
そ
の
病
気

や
け
が
が
治
っ
た
場
合
（
症
状
が
固
定
し
た
場

合
）
は
そ
の
日
を
い
い
ま
す
。

▼
障
害
基
礎
年
金
の
額
（
令
和
３
年
度
）

【
１
級
】　
97
万
６
１
２
５
円+

子
の
加
算

【
２
級
】　
78
万
９
０
０
円+

子
の
加
算

●�

子
の
加
算

第
２
子
ま
で　
各　
22
万
４
７
０
０
円

第
３
子
以
降　
各　
７
万
４
９
０
０
円

●�

加
算
用
件

・�

18
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

子
・�

20
歳
未
満
で
障
害
等
級
１
級
・
２
級
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
子

▼
問
い
合
わ
せ
先

・�

土
浦
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課
（
土
浦
市
下

高
津
２
‐
７
‐
29
）

　

�

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
１
１
７
０

　

�

自
動
音
声
に
従
っ
て
【
１
】
の
あ
と
に
【
２
】

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

保
険
年
金
課　
医
療
年
金
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
６
）

介
護
支
援
専
門
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
募
集
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介

護
支
援
専
門
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
の
募
集
概
要
に
つ

い
て

▼
募
集
人
員
（
年
齢
制
限
な
し
）

　
介
護
支
援
専
門
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　
１
名

▼
必
要
な
免
許
・
資
格

・
介
護
支
援
専
門
員
資
格

・
普
通
自
動
車
免
許

▼
任
用
期
間

　
採
用
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

※�

勤
務
成
績
に
よ
り
再
度
任
用
あ
り

▼
業
務
内
容

・
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

・
訪
問
お
よ
び
窓
口
に
お
い
て
相
談
業
務

▼
報
酬
等

・
時
給
額　
１
７
３
１
円
（
昇
給
あ
り
）

・
通
勤
手
当　
通
勤
距
離
に
応
じ
て
支
給

▼�

加
入
保
険　
雇
用
保
険
・
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
保
険
・
非
常
勤
公
務
災
害
保
険

▼
勤
務
条
件

・
通
勤
日　
月
～
金
曜
日
の
う
ち
週
４
日

・
勤
務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

・�

休
日　
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
、
年
次
有

給
休
暇

▼�

応
募
方
法

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
応
募
後
、
紹
介
状
の
交

付
を
受
け
て
か
ら
、
福
祉
課　
介
護
予
防
係

ま
で
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

と
紹
介
状
を
提
出
願
い
ま
す
。

　
後
日
、
書
類
選
考
結
果
を
連
絡
い
た
し
ま

す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課　
介
護
予
防
係

☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
３
０
）

暮らしの情報欄

水
道
料
改
定
の
お
知
ら
せ
　
茨
城
県
南
水
道
企
業
団

　
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
水
道
料
金
を
改
定
い

た
し
ま
す
。（
平
均
で
23
％
の
改
定
と
な
り
ま
す
。）

　
上
水
道
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
に

つ
き
ま
し
て
は
、５
月
ご
請
求
分
（
４
月
使
用
分
）

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

※�

水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
お
支
払
い
い
た
だ
い
て

い
る
下
水
道
使
用
料
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
料
金
改
定
の
理
由

　
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
期
に

か
け
て
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
配
水
場
や
水
道
管

な
ど
の
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
需
要

が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
懸

念
さ
れ
て
い
る
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
る
た

め
に
も
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
水
需
要
の
減

少
や
水
道
料
金
の
収
入
減
少
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
今
後
も
安
定
し
た
水
道
事

業
経
営
を
維
持
・
継
続
し
、
水
道
を
ご
使
用
さ
れ

る
皆
さ
ま
へ
将
来
に
わ
た
り
安
全
・
安
心
な
水
道

水
を
供
給
す
る
た
め
、料
金
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

▼
料
金
改
定
の
内
容

　

料
金
を
平
均
で
23
％
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

料
金
体
系
を
口
径
別
料
金
体
系
へ
移
行
し
ま
す
。

●
口
径
別
料
金
体
系
へ
の
移
行

　
現
行
の
「
用
途
別
料
金
体
系
」
か
ら
、
よ
り
公

平
性
が
高
い
「
口
径
別
料
金
体
系
」
へ
移
行
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
従
量
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
家
庭
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
逓
増
制

従
量
料
金
と
い
た
し
ま
す
。

●
基
本
水
量
の
廃
止

　
現
行
で
は
、
用
途
別
に
基
本
水
量
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
基
本
水
量
に
満
た
な
い
使
用
者
の

不
公
平
感
を
解
消
す
る
た
め
、
基
本
水
量
を
廃
止

い
た
し
ま
す
。

口径 基本料金

従量料金１㎥あたり（円）
第一段階 第二段階 第三段階 第四段階 第五段階 第六段階
10m³
以下

11～ 20m³
以下

21～ 40m³
以下

41～ 60m³
以下

61～ 100m³
以下

100m³
超

13㎜ 1,716 円

27.5 円 242円 308円 363円 407円 418円

20㎜ 1,881 円
25㎜ 3,025 円
30㎜ 4,488 円
40㎜ 8,085 円
50㎜ 12,837 円
75㎜ 30,635 円
100㎜ 55,440 円
150㎜ 132,000円
臨時用 使用水量１m³まで 770円 超過料金（使用水量１m³につき 770円）

▼
１
カ
月
の
新
料
金
表（
税
込
）

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ま
へ

▼�

保
守
点
検
（
県
に
登
録
し
て
い
る
保
守
点

検
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。）

・�

浄
化
槽
内
の
機
器
、
送
風
機
や
タ
イ
マ
ー

な
ど
の
点
検
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

消
毒
剤
を
定
期
的
に
補
充
し
、
放
流
先
が

不
衛
生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
も
重

要
な
作
業
で
す
。

・�

10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
浄
化
槽
は
、
３
～

４
カ
月
に
１
回
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼�

清
掃
（
市
町
村
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。）

・�

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
を
抜
き

取
る
の
が
清
掃
で
す
。

・�

年
に
１
回
以
上
（
全
ば
っ
気
方
式
は
６
カ

月
に
１
回
以
上
）行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

▼�

法
定
検
査（
県
指
定
検
査
機
関
で
あ
る（
公

社
）
茨
城
県
水
質
保
全
協
会
（
☎
０
２
９

‐
２
９
１
‐
４
０
０
４
）
に
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。）

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・�

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
が
き
ち
ん
と

行
わ
れ
、
き
れ
い
な
水
が
放
流
さ
れ
て
い

る
か
を
検
査
し
ま
す
。

・�

最
初
の
検
査
は
、
浄
化
槽
を
使
い
始
め
て

か
ら
３
～
８
カ
月
の
間
に
１
回
行
う
必
要

が
あ
り
、
そ
の
後
は
毎
年
１
回
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・�

法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
ご
家
庭
に

は
、
県
か
ら
受
検
指
導
文
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
茨

城
県
水
質
保
全
監
視
員
」
が
受
検
指
導
に

伺
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼�

一
括
契
約
シ
ス
テ
ム
（
契
約
を
仲
介
す
る

保
守
点
検
業
者
、
清
掃
業
者
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。）

・�

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を
一
括
し

て
契
約
で
き
る
「
一
括
契
約
シ
ス
テ
ム
」

を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

転
換

・�

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
か
ら
の
汚

水
の
み
を
処
理
し
、
台
所
や
お
風
呂
か
ら

の
生
活
雑
排
水
は
そ
の
ま
ま
放
流
し
て
し

ま
い
ま
す
。
生
活
雑
排
水
も
併
せ
て
処
理

で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
こ

と
で
、
放
流
す
る
汚
れ
の
量
を
１
／
８
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

身
近
な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
お
願
い
し
ま
す

▼�

問
い
合
わ
せ
先　
（
町
）
生
活
環
境
課　

☎
68
‐
２
２
１
１
／
（
県
）
県
民
生
活

環
境
部　

環
境
対
策
課　

☎
０
２
９
‐

３
０
１
‐
２
９
６
６

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き
を
利
用

し
て
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で

す
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
さ
せ
る
に
は
、定
期
的
な
維
持
管
理（
保

守
点
検
・
清
掃
）
と
法
定
検
査
が
必
要
で
あ

り
、
法
律
に
よ
り
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

適
正
な
維
持
管
理
と
法
定
検
査
を
行
い
、

浄
化
槽
を
正
し
く
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

お
問
い
合
わ
せ
先　
茨
城
県
南
水
道
企
業
団　

業
務
課
料
金
係　

☎
66
‐
５
１
３
２
（
直
通
）
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